


























訪問日： 2016 年 9 月 5 日 
対応者： 交通企業 UVG1社長 Lars Boehme 氏 
 交通企業 UVG 営業 Norbert Drauschke 氏 
 ベルリン・ブランデンブルク州乗客会2 地域代表 Andreas Schwarz 氏 
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② プリーグニッツ郡グロース・パンコウ町 
訪問日： 2016 年 9 月 6 日 
対応者： 町長 Marco Radloff 氏 











図 1 対象地の位置図 
 
2015 年末時点の両地域の人口は、ウッカーマルク郡が 121,014 人、プリーグニッツ郡が
77,573 人(うちグロース・パンコウ町 3,955 人)である(表 1)。人口密度は、ウッカーマルク
郡が 39 人/㎢、プリーグニッツ郡が 36 人/㎢(グロース・パンコウ町が 16 人/㎢)であり、こ
れは全国で 3番目と 1番目に低い4。両地域はすでに長期的な人口減少期に入っている。1985
年から 2015 年までの 30 年間で、ウッカーマルク郡およびプリーグニッツ郡(グロース・パ
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ンコウ町も)はともに 30％以上の人口を失っている。さらに 2030 年までの人口予測におい
ても人口減少が続くと見込まれている。高齢化率も全国に比べると高い。全国平均が
21.2%(2015 年 )であるのに対し、ウッカーマルク郡が 24.8%、プリーグニッツ郡が
26.0%(2013 年)である5。 
 

























写真 1  Lars Boehme 氏による 
乗り継ぎシステムの解説 
（左：2012 年まで、右：2013 年から）



















写真 2 サービスセンターの様子 
 









2016 年時点でのサービス利用状況は、まだ 1、2 件/日程度であるが、荷物輸送だけでも 40













も無くなってしまった14。例えば、町内に 39 の地区があるが、地区の人口が 150 人に満た
ないところではバスのネットワークがなくなってしまった。これは 34 の地区に上る。これ
らの地区では夏休みなど、学校が開校しない時期15と土日には交通インフラがない状態とな
ってしまっている。写真 4 は町の中心部のバス停の時刻表であるが、一日に 13 本しか走っ
ていない。しかもこのうち 11 本はスクールバスである。 
 
 
写真 4 バスの時刻表の一例 
 







スクールバスしか来ない 34 地区のうち 5 地区において、この 9 月から通常のバスが停留す
るようになったことである16。それでも残る 29 地区は交通不便の問題を抱える。 


















































                                                  
1 正式名称は、Uckermärkische VerkehrsGesellschaft mbH。 





て、交通調査も行っている(ベルリン・ブランデンブルク州の乗客会会長 Dieter Doege 氏に
よる。2016 年 9 月 8 日にインタビューを実施した。)。 
3 タントウ町はウッカーマルク郡の北東部に位置する人口 763 人(2015 年)の町で、郡内で
最も交通に課題を抱えている。 
4 ドイツ全国センサス 2011 年による。 
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